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研究成果の概要（和文）：ナカリ層（980-990万年前）の現地調査を継続し、人類と現生アフリカ類人猿の系統分岐が
始まった時代に、霊長類を含むどのような動物群集が存在したかを、その古環境、霊長類生態復元とともに明らかにし
た。6目30種の哺乳類を記録した。最も豊富な霊長類はマイクロコロブスである。この種は現生最小種に匹敵する小型
コロブスであること、森林環境に適応していたことを明らかにした。森林環境の存在は、ほ乳類の歯の炭素安定同位体
分析からも支持され、東アフリカではナカリの時代以降、C3環境からC4環境への移行が始まったことを明らかにした。
また、ナカリ層は、従来の予想よりも南部へ広域的に広がっていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We conducted paleontological and geological survey of the Nakali Formation (9.8-9.
9 million years ago), documented the mammal community of this age including several primate species, and r
evealed its paleoenvironment and their ecological adaptations. Mammalian taxa counted 6 orders and more th
an 30 species. The most abundant primate is Microcolobus sp. This species is a small colobine that is comp
arable to the smallest extant colobine in size and was adapted for living in forested environment. The pre
sumed forested (C3) paleoenvironment was also supported from stable carbon isotope study of fossilized ena
mel of herbivorous mammals. This study also revealed that C4 environmental expansion progressed after the 
age of the Nakali Formation in East Africa. The geological survey revealed that the Nakali Formation expan
ds southward more widely that our previous expectation.
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１．研究開始当初の背景 
 
 最初期人類をめぐる研究は、2000 年以降、
大きな進展があったが、人類とアフリカ類人
猿の分岐直前の様相については、1982年のサ
ンブルピテクスの発見以来、長い停滞が続い
ていた。これらの分岐が起こったと考えられ
ている後期中新世前葉の化石産地がアフリ
カに乏しく、化石証拠が欠落していたためで
ある。しかし、2007年以降、エチオピアから
のチョローラピテクス、ケニアからのナカリ
ピテクスの発見が続き、後期中新世アフリカ
類人猿の進化傾向、多様性を議論する土台が
形成されてきた。 
 アフリカにおいて後期中新世化石サイト
が乏しいため、ナカリの動物群は人類・類人
猿の進化ばかりでなく、様々な系統の進化に
重要な情報が期待される。たとえば、オナガ
ザル科としては、これまで最古であり、たっ
た一つの下顎骨しか知られていなかったマ
イクロコロブス（コロブス亜科）の多数の資
料、非オナガザル科小型狭鼻猿類の最後の生
き残り、化石記録上最古の現代的カバ科、ゾ
ウ科も発見されている。このようにナカリの
化石資料は、アフリカと西ユーラシアの哺乳
類進化研究一般についても、高い価値を有す
ると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
 ナカリの化石資料をより充実させ、後期中
新世の大型類人猿進化、霊長類コミュニティ
構造、当時の古環境についての研究を進める。
この時代の類人猿が同所性旧世界ザルとど
のような種間関係をもっていたか（競合性
等）は、アフリカ類人猿・人類系統の進化起
源を研究する上で非常に重要な情報である。
これら同所性霊長類の食性、運動様式の復元
を行う。また、齧歯類など小型ほ乳類の比較、
歯牙化石の安定同位体分析とメソウェア分
析、植物化石の同定から、当時の環境を復元
する。ナカリピテクスの生態学的特徴の解明
をすすめるため、歯の微小咬耗から食性推定
を行うと共に、四肢骨の発見を目指した。 
 
３．研究の方法 
 
 ナカリはナイロビから自動車で約 12 時間
の距離にある。各年乾期に 1回、現地に調査
キャンプを設置、6 週間以上の発掘作業を行
った。現地調査では、主として NA60サイト
の重点的発掘を行った。NA60 サイトでは、
湖の岸辺に比較的穏やかに沈降した堆積層
が露出しており、化石の保存状況がきわめて
良好である。これまで、コロブスのほぼ完全
な頭蓋骨、部分骨格などが得られている。ま
た、既登録の植物化石サイトの発掘も行った。 
 発掘調査によって得られた資料と既存資
料について以下の分析を行った。霊長類歯牙、
頭骨、四肢骨の CT撮影による内部形態計測。

大型ほ乳類歯牙の安定同位体分析。ヒッパリ
オン、ウシ科動物のメソウェア分析。計算機
による変形した化石頭骨の擬似的修復とそ
の結果による系統解析。霊長類四肢骨の機能
形態分析。葉化石の同定とその結果による降
水量・季節性推定。ナカリ地域の地質学的調
査と堆積環境の解明。 
 
４．研究成果 
 
 ナカリ層（980-990 万年前）の現地調査を
継続し、人類と現生アフリカ類人猿の系統分
岐が始まった時代に、霊長類を含むどのよう
な動物群集が存在したかを、その古環境、霊
長類生態復元とともに明らかにした。6目 30
種の哺乳類を記録した。中でもげっ歯類は、
5 科 8 種を数え多様性の高さが明らかになっ
た。最も豊富な霊長類は、マイクロコロブス
であった。この種は現生最小種に匹敵する小
型コロブスであること、森林環境に適応して
いたことを明らかにした。マイクロコロブス
の頭蓋復元からは、この種がアフリカコロブ
ス系統に近遠であることが示唆された。森林
環境の存在は、ほ乳類の歯の炭素安定同位体
分析、ウマ科、ウシ科の頬歯メソウェア分析、
げっ歯類の環境志向性からも支持された。植
物化石には湖岸環境を好むオモダカ科が含
まれることが明らかになった。また、東アフ
リカではナカリの時代以降、C3 環境から C4
環境への移行が始まったことを明らかにし
た。また、ナカリ層は、従来の予想よりも南
部へ広域的に広がっていることを明らかに
した。 
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